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＜連絡事項＞
· 六角堂祭が開催される。日時：4/19（土）15：30～16：00　場所：青南病院隣六角堂

· 経過連絡票は4/7（月）までに提出する事。

· 部署懇談会が4/21（月）に行われる。19：00～21：30　場所は未定。

· 新人職員が4/8（火）からデイケア配属となり、4/16（水）からローテーション開始。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～体調については変わりないとの事。4週間分の処方を希望され、4週間分処方と

なっている。

· 関　　秀治様　～「外泊の時に姉の子供が来ていて遊んだ。田んぼや温泉、外食に行った」と話さ

れる。今後も外泊予定との事。採血施行。

· 久保　興介様　～「歯磨きすると吐き気がする」と話される。4/2より自動車免許教習所へ通って

おり、幻視や幻聴について主治医から聞いてくるように言われたとの事。「夕方疲れてくると、幻聴がある」と話される。主治医より夕方は無理せず、運転もしないようアドバイスうけている。

· 伊籐　雄一様　～「新誓約書を読んでいる。韓国語、中国語、ロシア語を読んでいるが、それは日

本を囲んでいる国だから」と話されている。

· 田名部　一樹様～「12時間眠っている。疲れているが、母がデイケアへ行けって言うから行って

いる」と話されている。主治医より、疲れやすい病気だがその分睡眠を摂り、リセットできている事を話されている。風邪の為、自宅で1人眠っていると独り言を言いそうになるとの事。4/25は2週間分の処方を希望されている。

· 横町　　浩様　～「少しずつ良くなってきたけど、薬を飲まなくてはいけない」と話されている。

· 関口　　禅様　～「夜は工事がないから良いが、9時から工事が始まってうるさい。調子は良い」　

と話される。

＜利用様情報＞

· 溝越　キク様　～欠席の連絡がなく自宅へ電話するが不在の為、訪問看護へ自宅訪問を依頼してい

る。訪問看護から11：30頃本人が帰宅され、朝食後薬服用していなかった為、服用して頂いているとの情報あり。

· 村上　元道様　～昨日の昼食後薬を飲み忘れている事に、本日来所時に気が付いている。体調の変

化はないとの事。

⇒現在は、昼食に付き添ったスタッフが服薬確認を行っているが、本人の服薬ボードが見えにくい場所にあった為、確認漏れがあった。今後は、昼食後薬の服用が終えたら、服薬ボードをフックから外し撤収し、忘薬がないか確認していく。

· 番沢　政勝様　～午前のプログラム中にノートにメモしながら居眠りされている。声掛けに対し

「昨日の夜は12時に眠った。いつもは11時には眠っていて、10時間は眠らないと眠い」と話される。

⇒今後の様子を観察していく。

· 田中　正士様　～エアロビクスの途中でトイレに行かれるが間に合わず、便失禁され、青風荘へ戻

り更衣されている。不機嫌さなく過ごされている。

· 種本　サハ様　～「疲れがたまっている。グループホーム入所者様との人間関係がストレスだ」と

欠席の連絡あり。

⇒グループホーム入所者様との人間関係がストレスで疲れているなら、デイナ

イトケアに通所し、少しでもその方と距離をとるよう説明して行く。

· 奥山　以依子様～本日より、デイナイトケア利用開始となっている。

· 佐藤　朗子様　～本日より、ナイトケア利用開始となっている。

· 大久保　康弘様～デイナイトケア終了後自宅で「ブラックコーヒーを3杯飲んだら眠れ

なかった」と話されている。本人へ飲みすぎである事を伝えている。

· 宮　　陽子様　～表情の硬さ見られている。声掛けに対しての返答は表情の硬さはなく話されるが、

ミーティングや昼食時、余暇時、他者との交流を避けているような感じが伺える。

⇒様子観察し、変化があった際は関係部署に情報提供して行く。

＜プログラム検討会報告＞

· 毎週木曜日に議事録作成する為、金曜日の朝までに確認しサインしておく。

· 日常生活能力評価表の作成終了しているが、全員に評価表を配布し、修正する部分があったら4/7（月）までに担当へ連絡する。

· 日常生活能力評価表では、本人の自己評価とスタッフ側からの評価を面談にて話し合いグループ決めを行っていく。本人の評価とスタッフからの評価がすり合わせ出来ない場合は、カンファレンス内で話し合う。

· また、本人の評価とスタッフからの評価が違いすぎる場合は、自己評価が高いとみなす。

· 新しいプログラムのテキスト作成にあたり、進めていく項目だけでも4/16までに完成させる。










